
歴史  2 2 中 1  社会 小テスト  その 2 こたえ

日明貿易と東アジアの交流
名前

月 日

縄文 弥生 古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山

今
日
の
問
い

室町時代の日本は、明や朝鮮、琉球・蝦夷地とどのように交流したのだろう。
5分で解こう。合格は80点。

時間 5分 合格 80点

1 語句を書く 〔　〕に当てはまる語句を書きなさい。

1 1392年、 は高麗をほろぼして朝鮮を建国した。 (10点)

2 琉球王国は、 貿易で栄えた。 (10点)

3 李成桂が1392年に建国した国は である。 (10点)

4 15世紀中ごろ、朝鮮では独自の文字 がつくられた。 (10点)

5 日明貿易は、 貿易ともよばれる。 (10点)

6 倭寇の取りしまりに応じて、貿易を始めたのは である。 (10点)

2 正しいか、まちがいか 正しければ○、まちがいなら×を○で囲み、下線の部分を直しなさい。

7 明は、14世紀後半に中国で建国された。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと… (10点)

8 琉球王国は、中継貿易で栄えた。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと… (10点)

3 選んで答える 正しいものをア〜エから選んで、記号を( )に書きなさい。

9 朝鮮について、正しいものを選びなさい。　( ア )

ア 1392年に李成桂が高麗をほろぼして建国した イ 1429年に尚氏が建国した

ウ 14世紀後半に元をほろぼして建国された エ 足利義満が建国した (10点)

10 琉球王国について、正しいものを選びなさい。　( イ )

ア 都は十三湊で、鮭や昆布の交易で栄えた イ 都は首里で、中継貿易で栄えた

ウ 都は博多で、倭寇の取りしまりで栄えた エ 都は堺で、朝貢をやめて栄えた (10点)

得点 / 100

李成桂

中継

朝鮮

ハングル

勘合

足利義満
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